
広島県におけるがんの現状

令和３年７月13日（火）
広島県健康福祉局健康づくり推進課

がん医療・共生グループ 主査 六箱 栄子
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【１】
広島県民がどのくらい「がん」になっているか？

【２】
なぜ「がん治療と仕事の両立支援」が必要なのか？

【３】
両立支援に向けた取組とは？
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乳
1980人
20.4%

大腸
（結腸・直腸）

1499人
15.4%

胃
1015人
10.4%

肺
914人
9.4%

子宮
628人
6.5%

膵臓
472人
4.9%

悪性リンパ腫 450人
4.6%

甲状腺 396人 4.1%

肝および肝内胆管 322人
3.3%

卵巣 321人 3.3%

その他
1716人
17.7%

県内でがんと診断された人︓22,554人
【Ｈ30（2018）】

【出典】全国がん登録（平成30年集計）

2008年 18,896人 2018年 22,554人

胃
2146人
16.7%

前立腺
2024人
15.8%

肺
1925人
15.0%大腸

（結腸・直腸）
1881人
14.6%

肝および肝内胆管
714人 5.6%

膵臓 475人
3.7%

悪性リンパ腫 466人
3.6%

膀胱 465人 3.6%

食道 462人 3.6%

腎・尿路
（膀胱除く）

446人
3.5%

その他
1837人
14.3%

男性
12,841人

⼥性
9,713人

〈生涯における累積がん罹患リスク〉
男性 65％ 女性 50％

（公益財団法⼈がん研究振興財団「がんの統計ʻ21」より引用）

3,658⼈
（19.4%）
増加
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がんの罹患状況（部位別）
男性 １位「胃がん」， ２位「前立腺がん」， ３位「肺がん」

女性 １位「乳がん」， ２位「大腸がん」， ３位「胃がん」

部位別の罹患数（平成30（2018）年・広島県）

【出典】全国がん登録（平成30年集計）
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がんの罹患状況（年齢階級別）
特に男性は，50代以降急増！ 特に女性は，30代後半から増！

男女とも
30代前半から
増加傾向

（人）

【出典】全国がん登録（平成30年集計）

15歳～64歳
5,242人
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【参考】仕事をしながら，がん治療のために通院する方（全国）

（万人）

【出典】厚生労働省「平成28年国⺠生活基礎調査」（熊本県を除く）
を基に同省健康局にて特別集計したもの

合計36.5万人（Ｈ28）
（前回調査Ｈ22：32.5万人）
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【１】
広島県民がどのくらい「がん」になっているか？

【２】
なぜ「がん治療と仕事の両立支援」が必要なのか？

【３】
両立支援に向けた取組とは？

年間約２万２千人。うち５千２百人が就労世代。がんは決して
他人事ではなく，誰もがなり得る病気の1つ。



【２】 なぜ「がん治療と仕事の両立支援」が必要なのか？

～「治療と仕事の両立支援助成金」を活用して両立支援を実践！～がん治療と仕事の両立支援オンラインセミナー 9

がんにおける退院患者の平均在院日数
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がんの患者数の推計（入院・外来別）

【出典】厚生労働省 患者調査（※各年10月の推計数）

外来治療の方が
多い

（千人）
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もし今後，がんになった場合の
勤務の継続について

今の会社で

勤務を

継続したい

87.7%

転職・退職

したい
5.1%

その他
0.3%

分からない
6.3%

無回答
0.5%

今の会社で

勤務を

継続したい

71.4%

転職・退職

したい
11.0%

その他
1.8%

分からない
15.3%

無回答
0.5%

大企業
中小
企業

※「がんになっても安心して働ける職場づくりガイドブック」
（国立研究開発法人国立がん研究センター)より抜粋
【調査対象者】日経BPコンサルティングの調査モニター（有職者）
【有効回答数】299人以下の中小企業社員：419件,300人以上の大企業社員：624件

休職・休業はしたが，

退職・廃業はしなかった

54.2%
退職・廃業

した

19.8%

特に

なかった

26.0%
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がんと診断された時の仕事への影響

【出典】厚生労働省委託事業「平成30年度患者体験調査報告書」
（国立がん研究センターがん対策情報センター）

※診断時，収入のある仕事をしていたと回答したがん患者が対象

約２割の方が，
仕事を辞めて

いる
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退職のタイミング

【出典】厚生労働省委託事業「平成30年度患者体験調査報告書」
（国立がん研究センターがん対策情報センター）

※前項で「退職・廃業した」（19.8％）と回答したがん患者が対象

6.2% 34.1% 16.5% 11.6% 17.5% 10.8%

3.1%
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がんの疑いがあり診断が確定する前

がん診断直後

診断後，初回治療を待っている間

初回治療中

初回治療後から当初予定していた復職までの間

一度復職したのち

その他

初回治療開始までに

退職・廃業した方 56.8%
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【１】
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【２】
なぜ「がん治療と仕事の両立支援」が必要なのか？

【３】
両立支援に向けた取組とは？

年間約２万２千人。うち５千２百人が就労世代。がんは決して
他人事ではなく，誰もがなり得る疾病の1つ。

医療の進歩により，通院治療可能ながんも多くなり，仕事など
社会生活と両立しながら治療できる病気に。しかし，患者又は
会社，場合によっては双方が望まない離職もある。
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まずは会社に相談窓⼝の設置・周知を︕
【Teamがん対策ひろしま登録企業の取組目標の１つです】

いいえ
90.7%

はい

9.3%

※「がんになっても安心して働ける職場づくりガイドブック」
（国立研究開発法人国立がん研究センター)より抜粋
【調査対象者】日経BPコンサルティングの調査モニター（有職者）
【有効回答数】299人以下の中小企業社員：419件,300人以上の大企業社員：624件

いいえ
90.2%

はい

9.8%

【問】
がんなどにかかった場合の相談窓口が社内で周知され
ていて，社員の多くがそれを知っている。

中小
企業

大
企業

がんになっても支えてくれる
会社であれば，社員も安心
して働き続けることができ，
会社側も貴重な人材を失わ
ずに済みます。

社員が，不安や悩みを一人
で抱え込まずに，会社にで
きる環境づくりを普段から整
えておくことが重要です！

相談窓口は
両立支援の入り口！
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登録企業の取組を後押しします︕
〜各社オリジナル両⽴⽀援宣⾔カードの作成〜

【表面】

【裏面】

※実物は名刺サイズ

カードと一緒に
啓発チラシも
配布しました。

★作成のポイント！

○企業名やロゴマークを
入れ，社内の相談窓口と
連絡先を大きく明記し，
各社オリジナルで作成！

・「がんになってもすぐに
会社を辞める必要はあり
ません。」等のメッセージ
を，登録企業の代表者
や担当部署の責任者等
から直接発信し，社員の
皆様に強力に周知！
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本日のオンラインセミナー

相談窓口の設置・周知が出来たら，
社員ががんになったときに備えて
実際に両立支援が実践できる

環境づくりが必要です。

本日は，そのような時に
活用できる「治療と仕事
の両立支援助成金」に
ついてご紹介します！
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年間約２万２千人。うち５千２百人が就労世代。がんは決して
他人事ではなく，誰もがなり得る病気の1つ。

医療の進歩により，通院治療可能ながんも多くなり，仕事など
社会生活と両立しながら治療できる病気に。しかし，患者又は
会社，場合によっては双方が望まない離職もある。

まずは相談窓口の設置・周知を！（両立支援の入り口）
そして，助成金等も活用しながら，就労規則や勤務環境を
見直し，いざという時に両立支援を実践できる体制づくりを！


